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変化に対応し、新しき道を切り拓こう 
 

埼玉県ウオーキング協会 会長 小川 正 
 
 １９７８年（昭和５３年）１０月、２８名の会員によって組織された埼玉県歩け歩け協会は来年３５年の節目の年

を迎えます。名称も途中から埼玉県ウオーキング協会（SWA）に、そして NPO 法人の資格を取得し、今では  

１，０００名を超す会員が SWA の旗のもと、仲間の輪を広げ楽しみながら歩いています。 

 この多くの会員に多様・多彩なウオーキングの情報を提供し、会員の心を一つにまとめている SWA の機関誌

埼玉あるけ通信は、昭和５３年１０月の創刊記念号から着実に年輪を重ね、４００号を迎えました。まことに素晴

らしい・嬉しいことであります。 

 これまで編集・発行に御協力いただいた多くの皆様に心から敬意と感謝を申し上げます。 

 SWA 草創期の通信を見ますと、ウオーキングにかける SWA の先人の努力が読み取れますし、今に生き続け

る新鮮さも保っています。これも「あるけ通信」が読み応えのある・利用価値のあるニュースを送り続けてくれた

からでしょう。 

 高齢化社会に生きる多くの人々が、自己の健康や趣味・特技などの充実・深化を願い、その具体的実践の場
として、ウオーキングは今後ますます広まり深まることが予想され、多くのウオーカーがその情報を待っています。 

 埼玉あるけ通信はこれまでも時代や社会の要請を的確に捉えて発行してまいりましたが、最近は紙面を増や

し、内容も多面的に幅広く採りあげております。 

 今後ともこの姿勢を堅持し、会員の期待や要望を先取りし、絶えず新鮮味を出し、会員から喜ばれる・親しみ

やすいニュースを５００号・６００号と末長く作成するよう努めてまいります。 
 

「埼玉あるけ通信」のあゆみ（Ⅰ） 創刊号～各１００号の表紙  
 

 
 

１号(昭和 53 年 10 月 10 日) 

 
 

100 号(昭和 62 年 3 月 1 日) 
 

 

200 号(平成 7 年 7 月 1 日) 
 

 

300 号(平成 15 年 11 月 1 日)
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「埼玉あるけ通信」のあゆみ（Ⅱ） 

数字で見た通信のあゆみ･･･各ページに載せてみました。 

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ 

＊ ＊ ＊   ＊＊ ＊ ＊ 
＊ 

 創刊号から現在まで、３人の埼玉県知事（ＳＷＡ

名誉会長）に題字を揮毫していただきました。 

 

創刊号～第２５７号（畑 和知事） 

 
  

第２５８号～第３０１号（土屋 義彦知事） 

 

 
 

第３０２号～  （上田 清司知事） 
 

 
 

 

初めてのウォーキング 
 

 今日は初めての飯能ウォーキングに行きました。初

めは｢あんまり行きたくないなぁ･･･｣って気がすすま

なかったけど、だんだん歩いているうちに楽しくなっ

てきました。 

ふだんは車で出かけているのであんまり歩いたりし

ないから、ふだん車では見られない自然やお店がたく

さんありました。いつも日曜日は家でごろごろしてい

るけど、今日はウォーキングにいって１０Ｋ歩いたの

でいい運動になりました。今日は、１０Ｋ歩いたので

こんどウォーキングに出る時は２０Ｋ完歩したいです。 

またいろいろなウォーキングがあったら、それに参

加していっぱい歩きたいです。 

（新座市 在原 莉奈(小６)さん） 
（歩くと気分がいいよね、また家族一緒に参加してね。) 

 

第２９６号飯能特集号（平成１５年７月１日）より 

「埼玉あるけ通信」のあゆみ（Ⅲ） 
過去の通信に掲載した寄稿文を再掲載し当時を振り返ります 
 

＊ ＊ ＊    ＊ ＊ ＊ 
 

掲載された皆さんの声です。 

「埼玉あるけ通信」は皆さんと一緒です。これから

もご意見、ご提案、感想などお寄せください。 
 

 
第２号（昭和５３年１１月１日）より 

 

 

＊ ＊ ＊   ＊＊ ＊ ＊ 
 

創刊号から４００号まで、ウオーカーの皆さん

にお届けした例会案内の数です。 

その他平日ウオーク、教室案内、ＫＫＭＬ、加

盟団体行事など毎月多彩なイベント情報をお届け

しています。 

これからも正確で楽しく、活用していただける、

ご案内を掲載していく予定です。 
 

 

＊ ＊ ＊    ＊ ＊ ＊ 
創刊号から４００号まで発行した「埼玉あるけ通信」

の総ページ数です。 

通信にまつわる 

数字（１） 

通信にまつわる 

数字（２） 

通信にまつわる

数字（３） 

通信にまつわる

数字（４） 

注：文中敬称は省略させていただいています。ご了承ください。 
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ヤングウオーカーやファミリーからも多く寄せらています 

 

★ 見沼ウォークに参加して ★ 

    大宮市 小６  新島 淳一 

僕は、初めて見沼ウォークに参加しました。４０

ｋｍはきついかなと思いましたが、スリーデーマー

チに比べたらまだ楽なほうかと思いましたが、また

筋肉痛になるだろうと心配にもなりました。 

歩き始めると大人ばかりなので不思議に思いまし

た。大人の人は歩き方が早いので、大人のペースに

ついていけません。今日は涼しかったので良かった

です。晴れていたら２倍位つかれただろうと思いま

した。 

歩いていくと、ほとんどの学校からにぎやかな声

が聞こえてきました、｢今日は運動会が多いのだな

あ｣と思いました。僕は、見沼ウォークに子供が少な

いのは、今日運動会だったからなのだと思いました。 

歩いているうちに、お母さんが足が痛くなったら

しく、スピードが落ちてきたので、僕達の目標時間

より２時間位おくれてゴールしました。 

僕はゴールした時は「やった！歩いたんだ」とう

れしくなりました。 

 これからも、いろいろな歩く種目に出てみたいと

思います。今日は、疲れたけれど楽しかったです。 
第１９２号（平成６年１１月１日）より 

 

 

＊ ＊ ＊    ＊ ＊ ＊ 
 
今までに１００㌔表彰を

受けられた会員の累計数

です。 

 ＳＷＡ名物、例会での

「１００㌔表彰」、表彰を

受けられた方の氏名を掲

載し紙上でもお祝いして

います。 

尚、１００㌔～１３，０００㌔までの表彰者総

数は１４，７８５名(年平均４３５名)にもなります。 
 

 

 
 

大きなイベントにびっくり 
私は一日目の宮沢湖 10 キロコースに参加したの

ですが、最初に思っていたよりも充実していて、山

道などもあってけっこう大変でした。でも、歩きき

った後は、あっという間だったなー、という感じで、

とても楽しく歩けました｡参加人数もかなり多くて、

けっこう大きなイベントなんだなー、とびっくりし

ました。私の知らなかった道をたくさん歩くことが

できて、とても気持ちよかったです。これからもこ

のイベントが続いていくといいですね。  
（美杉台中学校 ３年Ｃ組 渕上綾子さん） 

 
（すてきな写真をありがとう、また会いましょう。） 

第２９６号飯能特集号（平成１５年７月１日）より 

 

◇ 武蔵野十里６才・７才兄妹４０ｋｍ達成！ ◇ 
 初めに役員の方々そして小学校の先生、友達、一緒

に歩きお菓子をくれたり荷物を持ってくれたり「頑張

れ」と励ましてくれた皆様にとても感謝しています。

長男が野火止小学校一年生として父と参加する事にな

り、４月から入学する６才の娘が「私もやってみたい」

と言うので、家族４人で４０ｋｍコースに参加させて

頂きました。途中何度も「もうやだー」と大泣きしま

したが４人で手をつなぎ大きな声で歌を唄ったり、し

りとりなどで気をまぎらわしながら最後は役員の方が

娘と手をつないでくれ、９０歳の最年長のおじいちゃ

んと６歳の最年少の娘で見事ゴールをする事が出来ま

した。初めて家族４人でなしとげた一生の宝物です。

皆さん、ありがとう（涙）    （新座市 笹原 るみ子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３４２号（平成１９年５月１日）より 

感激のゴール!! 
40 ㌔完歩の最年少: 

笹原華乃(６才:新座

市)/魁人(小１)兄弟

と 25㌔完歩の最高齢:

佐藤清高(90才:練馬

区)さんが一緒に感激

のゴール！ 

通信にまつわる

数字（５） 
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◇ 育児ノイローゼとは無縁な私 ◇ 

 

 

 ふじみ野ｳｵｰｸでは 100km 表彰していただき、5歳

の息子、龍一共々大変喜んでいます！SWA に入会し

てから一年少々、ﾍﾟｰｽとしては正に“カタツムリ”

ですが、いつも子連れで参加して、役員や会員の皆

様方に多大なるご迷惑をおかけしているのにも関わ

らず、毎回温かいご支援をいただきまして本当にあ

りがとうございま

す。まずはこの場を

お借りしてお礼申

し上げます。 

 思えば、小さい子

供を抱えて「どこか

へ行きたい！」とう

ずうずしていた私

を救ってくれたのがｳｵｰｷﾝｸﾞでした。 二歳の娘を乗

せたﾍﾞﾋﾞｰｶｰを押しながらの散歩感覚ですが、周りの

方々が皆「おじいちゃん」「おばあちゃん」になってく

ださり、(お若い方ごめんなさい！)「がんばってるね

～。」とお菓子などを下さいます。子供達も強い日差し

の中長距離を耐え、半ベソになりながらもなんとか付

いてきた苦労も報われることでしょう。歩いた後は大

抵みんな疲れて早寝です。 

 私が今のところ育児ﾉｲﾛｰｾﾞなどとは全くの無縁な

のもｳｵｰｷﾝｸﾞと歩友(あるとも)のおかげです。子供の

体力低下が著しいと言われて久しい今日ですが、ま

ずは親から体力作りをしなくては、とがんばってい

ます。これからも子供達と共に育ってゆきたいと思

っていますので、175cm で子連れﾍﾞﾋﾞｰｶｰのｳｵｰｶｰを

見かけたらどうか温かく見守って下さいますよう宜

しくお願いいたします。    （松田 典子さん） 
《こどもと一緒に歩いた後の充実感、大切にしてね。》 

第２９９号（平成１５年１０月１日）より 

 

 

 

 

 

 

 
 

$$$ 家族一緒に・・・ $$$ 

 先日、『ふれあい年輪ウオーク』に参加しました。

ゴールは時間ギリギリでしたが途中、協会の方々が

温かく見守って下さり感謝しています。長男の“家

族一緒に歩きたい”、“小学生の内に１，０００キロ

完歩したい”という希望や目標がきっかけで、主人

は健康の為に・・・妹は皆が参加するから・・・私

は伴歩・・・と目的は違いますが、様々な大会で歩

き始めました。小さい頃から参加している娘にとっ

て、ゴールという言葉の響きは特別らしく“完歩し

たい!!”という意思はしっかりと持っている事に毎回

感心させられます。“頑張れば完歩できる”それが本

人の自信へと繋がっているのでしょう。年輪ウオー

クは初参加でしたが、チェックポイントが沢山あり、

子供たちには励みにもなっていて、この様な形式は

とても良いと思いました。家族一緒に歩く・・・と

なると考慮する事は増えますが、子どもたちの様々

な成長をかいま見る事ができる良い機会になってい

ます。道のりはまだ遠いですが、できる限り家族で

歩き、目標達成まで応援したいと思います。そのゴ

ールの先にある健康も期待して。（中央区 井上順子） 

 

第３５５号（平成２０年６月１日）より 

 

◇ 楽しかったウオーキング教室 ◇ 

★ 毎回違うコースを巡り、歩きの勉強や仲間との

おしゃべりは“たのしい遠足”のようでした。 （務） 
★ 楽しく継続できる為のヒントがいっぱいの教室

で、質問をしやすい雰囲気が良かったです。（順子） 
 

★ ぼくは、完歩した時の達成感や途中での発見が

楽しいので歩くことが好きです。ウオーキング教室

では、そんなぼくに役立つことを沢山教えて頂きま

した。靴のはき方や姿勢、自分に合った速さ・・・

中でもクールダウンをすることは、疲れをなくすた

めに大切な事だとわかりました。 
昼食は班ごとで食べ、コミュニュケーションがと

れていろいろな方と知り合いになれてよかったです。

ウオーキング教室の講師の方々どうも有難うござい

ました。              （睦 １２才） 
★ ウオーキングきょうしつでは、しんごうなどで

とまったときや、あるきおわったあと、つぎの日に

足がいたくならないように、ストレッチをすること

をおしえてもらいました。自分でできるようになっ

てよかったです。おひるに、おかしなどをこうかん

できてたのしかったです。    （あつみ ７才） 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
通信号外「わくわく教室の PR 版」より 

 

 ベビ－カーに乗せられて

参加してくれていた茉莉亜

ちゃん、こんなに大きくな

って・・・ 
 龍一君は部活で参加でき

ず残念。 2010.12 鎌倉Ｗにて 

 
「不惑証」の 
務さんを祝う、

井上ファミリー 
 
4/20年輪Wにて 

修
了
証
を
手
に
喜
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の
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リ
ー 



（5）第４００号   埼玉あるけ通信（４００記念号） ２０１２年（平成２４年）３月１日発行 
   

＊ ＊ ＊   ＊＊ ＊ ＊ 

  
「埼玉あるけ通信」の連載が本になりました。 

左は２７０回連載「埼玉歴史探訪」を１６０頁の

本にしたものです。      （１，４００円） 

右は１０１回連載「武蔵の国百観音めぐり」から

「武蔵野三十三観音」の部分を本にしたものです。 

（４００円） 

若干在庫あり、ご希望の方は事務局まで 
  

＄＄＄“ふれあい年輪ウオーク”に感謝 ＄＄＄ 

 日頃は子育て・家事に仕事にと忙しい娘と、スリ

ーデーで２０キロを経験している孫を誘い、３人で

年輪ウオーク１０キロコースを歩きました。今年の

１０キロコースはＳＷＡに入会して間もなく参加し

たウオーキング教室のコースでした。 

 当時は夏の暑い時期に無我夢中で汗だくになって

歩いた記憶がよみがえり、思わず苦笑しながら孫へ

当時の話をしました。自由歩行でゆったりとした気

分で歩くのは今日が始めての経験です。 

 孫は季節の花が咲く六辻水辺公園が大いに気に入

った様子でした。 

 小休止は調神社でとりました。お宮参りに来ている

晴れ着姿の家族連れを見ながら、孫が生まれた時の

ことや、娘から聞かされた子育ての苦労話など思い

出しながらゴールに向かいました。 
 ゴール後に親・子・孫それぞれが従心証・不惑証・

元気証を受け、役員の方に３人の記念写真（右）を

撮っていただきました。お世話になった役員の皆さ

んと、家族と歩けた年輪ウオークに感謝しながら帰

途につきました。      （志木市 近藤國雄） 
 

３人揃っての“年

輪証”表彰！！ 

おめでとう 

  ございます。 
 

（４／２０） 

 
第３５５号（平成２０年６月１日）より 

【新座市立野火止小学校６年生 荒川 繁人】 
 僕は４０ｋｍも歩いたことはなく、とっても不安で

した。最初は楽だなと思っていたら３０㎞を過ぎた辺

りから凄く脚が痛くて､歩くのがとても辛かったです。

結局笑っていられたのは最初のうちだけでした。ゴー

ルが見えた時は、やっと終わると思いましたが、なか

なか脚が前に進まず、やたら遠く感じました。ゴール

してからも脚が痛くて、なかなか動けませんでした。         

 凄く大変だったけど、完歩出来たのはやはり嬉しか

ったです。みんなとももっと仲良くなれたと思います。

小学校生活の最後に、また一ついい思い出が出来まし

た。出られたら、もう一度みんなと歩きたいです。 
 

卒業生完歩者 
 (完歩した卒業生に記 

念写真を贈呈・良い思 

い出になるといいね。） 

 
第３４２号（平成１９年５月１日）より 

                  

◇ 武蔵野十里で新聞にのったよ！ ◇ 

 ぼくは野火止小 1 年の時、５年生の兄と祖母と母

の 4人で初めて武蔵野十里に参加した。 

母の足の裏にはでっかい

マメができて、兄は壊れたロ

ボットみたいになっていた。

ぼくと祖母は案外大丈夫だ

った。その時今井先生にほめ

られて「６年間参加できたら

新聞に出してあげるよ」とい

われたのでぼくは燃えた！

１年早かったけど朝日新聞

にぼくのことが出た。うれし

かった。今井先生は大和田小学校に行ったけど、ぼ

くのことを覚えていてくれた。来年も絶対完歩だ

ぞ！ 大和田小学校やぼくの入ってる新座剣友会も

参加するようになった。 

 大風や雨や雪でも武蔵野十里は決行する。菜の花

の咲く川原の土手を歩くのは、写真で見るときれい

だけど、歩いている僕らは大変だ。最後になると、

泣き出す友達もいる。でも先生や友達にはげまされ 

てがんばるのだ。最後に、ぼくらをすいすい追い抜い 

ていくお年寄りがたくさん歩いているのは驚きだ。 

 (新座市 下田隆介) 
第３６６号（平成２１年５月１日）より 

         

朝日新聞 3/23 

より 

 

 

 

 

 

通信にまつわる

数字（６） 



（6）第４００号   埼玉あるけ通信（４００記念号） ２０１２年（平成２４年）３月１日発行 
◇ 歩いて作詞作曲 ◇  DeDe 

役員様の暖かな道案内に感謝します。おかげ様で

楽しく有意義な日々です。 
楽しく歩いたら、詩が生まれ曲が生まれ･･･ 

これも風の色でしょうか。 
今回は「かたつむりの旅」が歌になりました。 

小さな旅にロマンを感じます。 
ゆらゆらテクテクの旅がいつまでもどこまでもつ

づけられますように。 
 

 
《思わず、口ずさむ歌･･･皆に広げたいですね。》 

第３０８号（平成１６年７月１日）より 

 

《武蔵野十里大会によせて》 

武蔵野十里大会に参加するようになって、早７年

になります。当時小学生（長男・小６、次男・小３）

だった２人の息子も、もう高校３年と中学３年にな

り、新たな人生の節目を迎える年になりました。 
 この度の東日本大震災を受け、家族揃って参加で

きる事の喜び、大会を通じて顔見知りになったたく

さんの人たちと再び笑顔で会える事の喜びはささい

な事ではあるけれども、とても大切で貴重なひと時

である事を痛切に

感じました。 
 来春の武蔵野十

里大会は息子たち

にとっては卒業記

念、そして新たな生

活のスタートになることでしょう。これからも様々

な大会に参加し家族で過ごす時間を大切にしていき

たいと思っています。 （川越市 横溝真恵美） 

第３８３号（平成２３年１０月１日）より 

「埼玉あるけ通信」のあゆみ（Ⅳ） 

【皆さんのお手元に届くまでを紹介いたします。】 
 

 ＊＊＊  ＊＊＊ 
 

２色印刷機を導入（平成１８年９月）以降、印刷

した通信のおおよその枚数です。 

 
原稿依頼⇒電子化⇒編集・レイアウト⇒校正⇒印刷

⇒折込み⇒差込み⇒封筒詰め⇒ラベル貼り⇒発送 

の各段階を経て毎月お届けしています。 

この内、配送を業者にお願いする以外は、編集関

連役員がボランティアで頑張っています。 
 

以下にその一部を写真にて紹介いたします。 

    
      
 
 

      

 
 
 

 

 

     
 
 
 

印刷作業 
位置ずれやインクの濃さ 

など目が離せません 

折込み･仕上げ作業 
位置ずれ、折り目圧着に 

気を使っています 

差込み作業 
二ッ折Ａ４版を差込み、 

８ページの通信にします 

宛名ラベル貼り作業 
予め準備した宛名ラベルを

角２封筒に丁寧に貼ります 

封入作業 
通信をラベルを貼った封

筒に入れ、封緘します 

活躍する PC 
編集した通信原稿を印刷機

に直接送り印刷しています 

通信にまつ 

わる数字（７） 



（7）第４００号   埼玉あるけ通信（４００記念号） ２０１２年（平成２４年）３月１日発行 
「埼玉あるけ通信」のあゆみ（Ⅴ） （記録に残る通信から）  

 
阪神淡路大震災発生直後の「埼玉あるけ通信」 

【チャリチーウォークの開催を伝える・・・196 号】 

 
 
 

 

東日本大震災発生直後の「埼玉あるけ通信」 

【すべてのイベントが中止に・・・389 号】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【埼玉を歩く伊能 W 号外で即日報道する  ’99.7.17】 

【第１回飯能新緑２ＤＭを記念し特集号発行 2003.7.1】 



（8）第４００号   埼玉あるけ通信（４００記念号） ２０１２年（平成２４年）３月１日発行 
「埼玉あるけ通信」のあゆみ（Ⅵ） 

【埼玉あるけ通信年表】 

【編集・印刷・折込・発送に携わる編集関係者です】 

初代会長 猪瀬哲夫 （編集長：猪瀬哲夫 １号～４３号） 

号数 発行年月日 摘要 

創 刊 号 S53 1978/10/10 
Ｂ５版４ページ、年間購読料 

2,400 円でスタート 

第７号号外 S54 1979/04/01 初めての号外発行 

第２代会長 野口孝之 （編集長：野口孝之 ４４号～９７号） 

号数 発行年月日 摘要 

第 ４４号 S57 1982/05/09 
Ｂ４版２ページガリ版刷り、年間

購読料 3,600 円 

第 ６０号 S58 1983/11/01 
埼玉歴史探訪の連載開始 

『秩父事件始末紀（その１）』 

第３代会長 藤田 正 （編集長：藤田正 ９８号～１７３号） 

号数 発行年月日 摘要 

第１００号 S62 1987/03/01 
１００号到達、107 号より年会費

4,000 円 

第１０９号 S63 1988/01/01 縦書きになる 

第１４０号 H2 1990/08/01 １０年の夢実現 新事務所開設 

第１５５号 H3 1991/10/01 
ＪＷＡあるけあるけ合併号 ｼﾝﾎﾞ

ﾙﾏｰｸ（ｽﾈｲﾙ）登場 

第４代会長 岡野吉春 （編集長：夏目  坦 １７４号～２０９号） 

               （編集長：馬渡裕二 ２１０号～２７８号） 

号数 発行年月日 摘要 

第２００号 H7 1995/07/01 ２００号到達  

第２１８号 H9 1997/01/01 色紙になる（現在のＡ４版となる）

第２３５号 H10 1998/06/01 ＨＰ登場 

第２６６号 H13 2001/01/01 「伊能Ｗ」号外を発行 

第５代会長 小川 正（編集長：馬渡裕二 ２７９号～２８０号） 

（編集長：阿部覺 ２８１号～２９４号）（編集長：大澤宏 ２９５号～） 

号数 発行年月日 摘要 

第２９６号 H15 2003/07/01 Ａ４版８ページとなる 

第２９６号 H15 2003/07/01 初めての別冊飯能特集号発行 

第２９９号 H15 2003/10/01 
『武蔵の国百観音巡り』連載は

じまる 

第３００号 H15 2003/11/01 ３００記念号発行 

第３１１号

号外 
H16 2004/10/01 

通信自宅配送始まる（JWA 経

由） 

第３１６号 H17 2005/03/01 
『ＰＰＫに向けて歩こう！』連載

始まる 

第３３４号 H18 2006/09/01 ２色印刷機導入 

第３５０号 H20 2008/01/01 
『くつした こぼれ ばなし』連載

始まる 

第３７０号 H21 2009/09/01 
ウオーク日本１８００取り組み開

始 

第３９７号

号外 
H23 2011/12/01 

SWA 独自での「通信」自宅配送

始まる 

第４００号 H24 2012/03/01 ４００記念号発行 

 

 
「埼玉あるけ通信」４００号到達 

編集責任者 大澤 宏 
 

「埼玉あるけ通信」は昭和５３年１０月に会の

創立と同時に産声をあげ、この程記念すべき 

４００号に到達いたしました。 

創刊号からの「埼玉あるけ通信」を振り返り

ますと、ガリ版刷りでの発行やＪＷＡ新聞「あ

るけあるけ」との合併号またＪＷＡの印刷機を

借りての印刷などの時期を経て今日に至ってい

ることがわかります。その間のたずさわってこ

られた方々のご苦労に改めて敬意を表します。 

平成１５年（２００３年）６月【第２９５号】

より、このような伝統のある編集にたずさわり、 

４００号を迎えられたことは誇りであり、大き

な喜びです。応援していただいたすべての方々

に感謝いたします。 

「通信」はＳＷＡの一つの顔、「ウオーカーの

皆さんに的確で、親しみやすい情報をお届けす

る」ことを目指してこれからも努力して行きた

いと思います。 

今後とも一層のご支援、ご協力をよろしくお

願いいたします。 


